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実質０円

東北労働金庫

ご利用手数料はいったんご負担いた
だく場合がありますが、即時キャッ
シュバックいたします。

ろうきんのキャッシュカードなら
ATMお引き出し手数料が

組合だから本音が言える！
みんなで仲間を増やそう!!

～県教組第102回定期大会開催～

酒井中央執行委員長あいさつ

　５月30日、第102回県教組定期大会を開催しました。各支部からの代議員が結集し、
大会を開催しました。
　日教組を代表して菊池ゆかり中央執行委員、日政連議員を代表して飯塚裕一郡山
市議、続いて宮本しづえ県議からあいさつをいただきました。質疑は13本出され、
討論は28本ありました。学級担任手当ては職場の分断につながり「チーム学校の推
進」にはならないこと、ふくしま学力調査の問題点、若年層に強制的にICT担当があ
てられ多忙になっていることなど、本部原案を補強する討論に力をもらいました。
　その後、修正案１本を受け入れ、本部原案が賛成多数で全て可決され、終了しま
した。今後は、可決された方針に向けて、県教組の分会・支部・本部が一丸となって運動を進めていきたいと思います。

松下書記長からの提案

受け入れた修正案：P18右21行に文言整理の上追加「『学級担任の加算』について、不公平感をなくすようすべての教職員へ加算するよう要求する。」

　たくさんの質疑応答・討論が、
現場の大変さを物語っています。
これからも、共にがんばりましょ
う！各支部の代議員のみなさん、
ありがとうございました。

青年教職員や女性教職員の発言も多く、貴重な時間を共有できました！
これからも、分会・支部・本部が一丸となって、ガンバロウ！

議長・議運のみなさん

＜主な討論内容＞
★【分会活動が組織強化・拡大に】（福島伊達）

　職場会を開催することで職場内の悩みを共有。新採用者も自分の困りごとを話すことができ、安心感から加入へとつながった。さ
らに、参加者の「こうなったらいい。」という声から、職員会議での意見が実現し、働き方改革が前進。職場会の参加者も増えている。

★【これで本当に調査できている？学力調査の問題点】（安達、いわき）
　CBT化が進み、タブレット入力で回答するが、数学では入力するときに「半角」でないといけない。ネット環境が悪く、うま
く回答できないから諦める子どもが出る。小学校ではタイピングが上手であれば進むが、ローマ字を覚えていないと回答すらま
まならない。そもそも、ローマ字がわからない低学年は…本当に「学力」調査になっているのか？

★【男性の育児休暇取得を進めるには職場内の理解が必要】（耶麻）
　小学校５年生担任をしていた男性教員。６年に持ち上がらなかった。８月頃に妻の出産を控えていて、６年担任だと産前産後
で周囲に迷惑をかけてしまうという思いで諦めてしまった様子。休暇制度があっても、職場内でその権利行使に対して寛容な雰
囲気が無いと難しい場合も。人を増やして労働環境を改善してほしい。

★【幼稚園でも１学級の定数が引き下げられたが…】（福島伊達）
　今年の４月から１学級35人から30人へと引き下げられたが、多様な子どもへのとても丁寧な対応が求められる状況では、休憩
時間もないのが現状。また、こども園への再編も進んでいるが、幼稚園教育を守るため、力を合わせて改善を求めていきたい。

★【校長の強力なリーダーシップが働き方改革推進に】（相馬）
　小学校で１年生30人の学級を半分に分けることに。教育委員会は賛成しなかったが、校長が力強く後押ししてくれた。少人数
で落ち着いて生活している。PTA委員会を廃止しボランティア制にしたり、月末統計をPC入力で簡素化したり、日番や学級経営
誌も廃止になったり。無くしていくことが長時間労働解消につながっている。
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沖縄平和行進に参加しました沖縄平和行進に参加しました
　５月15日（金）～17日（日）に開催されました。福島からは１人が参加し、沖縄戦の歴史についての学習、戦争や
基地建設へ反対する行進、摩文仁平和公園の見学に参加しました。全国の仲間との交流を深めました。

鈴木　真一 さん（県教組書記次長）

　平和行進に参加しました。嘉手納基地の周辺を
歩くと、基地と民家が思っていた以上に近いとこ
ろにあり、飛行機の音が聞こえました。日常生活
や学校での授業中にも飛行機などの音で悩まされ
たり、飛行機の事故や燃料もれによる環境破壊な
どの心配があったりします。日本にある米軍基地
のうち、約70％が沖縄にあることを考えると、沖
縄だけの問題ではなく、私たちも考えていかなけ
ればならないことだと思います。
　終戦から80年が過ぎ、戦争を体験した人が少し
ずつ減り、体験の話を聞くことが難しくなってき
ています。私たちにできることは、平和について
考え、戦争の悲惨さを風化させないこと、一緒に
考える仲間を増やしていくことだと思います。全
国から集まった人々と一緒に歩いたり話したりす
る中で、平和の大切さについて考えることができ
た貴重な３日間でした。今回の体験を平和学習に
生かしていきたいと思います。

　「ひめゆりの塔」を見学しました。1945年の沖
縄戦で亡くなった沖縄師範学校女子部・沖縄県立
第一高等女学校の生徒や教員のための慰霊碑で
す。第二次世界大戦の中、沖縄では、1945年３月
から６月にかけて、沖縄本島を中心に戦争が起こ
りました。多くの兵士が亡くなったほか、一般住
民の犠牲者の数は兵士の数を上回るものでした。
　戦争では、兵力を補うために、10代の生徒まで

「学徒隊」として戦場に動員されました。沖縄師
範学校女子部・沖縄県立第一高等女学校の生徒や
教員は、看護のために240人が動員され、そのう
ち136人が亡くなりました。左の慰霊碑が、ひめ
ゆりの塔です。
　資料館では、戦時中の様子について展示されて
おり、制服や髪型も質素なものとするように統制
されたり、外国語の授業を廃止したりするなど、
厳しい状況だったことを知りました。学校行事な
どもできなくなり、学ぶ機会や人とのつながりを
もつことができなくなってしまったと思うと、胸
が痛みます。当たり前のようにある平和を守るこ
との大切さを改めて感じるものでした。

参加した県教組書記次長　鈴木真一さん

全国から多くの参加者が集まりました。

師範学校の男子学生も
動員され、教員も含め
319人が戦死。

沖縄師範健児の塔

ひめゆりの塔
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日教組

母と女性教職員の会

講談  神田香織 さん（講談師）
　　　　 福島県いわき市出身

演題  「今こそ平和を！
　　　 �『はだしのゲン』～９歳の

少年がみた原爆の真実」

※参加希望者は県教組へ！

講談  虎岩朋加 さん
　　　　 （椙山女学園大学教授）

演題  �「教室から編みだすフェ
ミニズム～これからの学校に
必要なジェンダー平等教育」

※参加希望者は県教組へ！

8/1（土）
10：00～16：00
日本教育会館

8/2（日）
10：00～16：00
日本教育会館

締切
７/９
（木）

締切
７/９
（木）

締切
７/９
（木）

7/25（土）
13：00～16：30
パルセいいざか

※参加希望者は各支部まで
　お問い合わせください。

働き方改革　Ｃ支部Ａ小の実践！働き方改革　Ｃ支部Ａ小の実践！
「働き方改革」が進んでいるＡ小を訪問してきました。Ａ小は、複式学級を持つ小規模校です。

日教組

両性の自立と平等を
めざす教育研究会

被爆81周年

原水禁世界大会福島大会

有意義な
夏休みを～

　初任者が安心して働いている職場。互いの仕事を理解し合い、少ない人数だから
こその深い信頼関係が築かれていました。また、管理職の「働き方改革」への理解
も素敵でした。仕事の「丸投げ」ではなく、目的を共有し、教職員同士で初任者を
サポートする学校づくりがなされています。
　みなさんの職場でも、明日から「働き方改革」を進めてみませんか？

☆水曜日は、17：00完全退勤。
☆日直業務を廃止。各担当が割り当ての
　場所を明るいうちにしっかり閉める。
☆最終巡視は、教頭だけでなく校長も協力。

小規模校は、少人数だけど複式学級もあり、校務分掌
もたくさん!!空き時間がほしい！そこで…
☆５，６年生は、担任外の教員が
　社会と理科を担当することで、
　週６コマ空き時間を確保。
☆４年生も担任外の教員が算数を
　担当することで一日１コマ空き時間。

☆職員会議や学年だよりなど完全ペーパーレス化。
☆月案は時数管理のみ。学習進度は年間指導計画で

チェック。
☆学級経営誌の個票をやめ、
　校務支援システムの「気づき」に入力。

〈教頭から〉（改革を進めた前校長も教頭も、元組合員！）
★教頭会のグーグルクラスルームが便利です。
　様々な困りごとも、市内の教頭と共有できます。
　新年度に不足した物品がありましたが、すぐ解決
　しました。一校一校、
　電話をして確認する
　労力などが省けます。

〈初任者から〉（昨年度TOPPA塾を受講し、見事合格！）
★おたよりや授業に使う資料作成は、過去のデータを
　利用して自分でアレンジし作成しています。
★先生方が細やかに声を掛けてくれます。てきぱきと

仕事をこなし、かつ家族との時間も大切にしている
働き方を見習っていきたいです。

★放課後も教材研究の時間があり、子どもたちも
　「先生の授業が楽しい」
　と言ってくれます。

全職員で、
本気で

働き方改革！

５時にさよなら
☆清掃は月曜と金曜のみ。
☆水曜日は「◎◎タイム」の
　活動時間を設定（年間計画あり）。
☆「◎◎タイム」に委員会活動や集会活動を
　行い、放課後の時間を確保。

休み時間は
たくさん遊びたい！

みんなの理解と
協力が不可欠だね。
ありがたい！

管理職の
働き方改革も
大切だね！

業務をスリム化
していこう！

先生の授業、
楽しい～
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　育児短時間勤務を取得している方に対して、給料の減額があ
る期間について、その割合に応じて組合費を減額します。本人
からの申請が必要となりますので、申請用紙を本部または各支
部からお取り寄せください。不明な点は、県教組本部にお問い
合わせください。

育児短時間勤務を取得している組合員のみなさんへ

福島県教組両性の自立と平等推進委員会学習会・養護教員部学習会

７月18日（土）13：30～　県教育会館サマーセミナー
⑴ パネルトーク「ジェンダー平等について考えよう」
　　～日教組中央執行委員の菊池ゆかりさんをお迎えして～
　　高校生平和大使や保護者、教員の４人がパネリストに！
　　「隠れたカリキュラム」について考えを深めます。

⑵ 「自分の賃金のこと、知っていますか？」
　　意外と知らない給与明細表の見方。ぜひこの機会に学びましょう。

⬅

　東白川郡棚倉町の街なかにあるお菓子屋
さんです。中でも、美粧石カスタードとショ
コラというお菓子、いわゆるシュークリーム
は皮もパリパリ、クリームたっぷりです♫
　お茶も一緒にほっと一息、おいしくいただ
きました！

（東白支部　Ｊ）

みんなのひろば　～ふらんす菓子　コミネヤ～

「全国学力・学習状況調査」・「ふくしま学力調査」実施に関する
Webアンケートご協力のお願い

　４月に「全国学力・学習状況調査」・「ふくしま学力調査」が行われました。
みなさんの職場でこんなことはありませんでしたか？

　　（例）・過去問を何度も解かせるよう指示があった
　　　　・自校採点を行うよう指示があった
　　　　・オンライン方式での実施に手間取った

　実施に伴う現場の負担は今年も大きかったと思います。
みなさんの職場の実態を、Webアンケートでお聞かせくだ
さい。全国から集まった声は日教組が中心となってまとめ、
文科省協議を行うとともに、各調査の廃止に向けた要請に
取り組んでいきます。ご協力をお願いします。

回答締め切り … ７月28日（火）

※どなたでも参加費無料!!

申込はこちら！


